
はじめに

対馬暖流域におけるブリ (Seriola quinqueradiata) の回遊に
ついては，永田 (1959)，三谷 (1960)，沢田ほか (1960) およ
び渡辺 (1979) の報告があり，何れも断片的に確認された
標識放流の結果と漁況の推移等から，その状況が推測され
ている．渡辺 (1979) は，0歳魚として日本海に補給された
ブリは，3歳まで日本海内で生育するが，成長に伴って回
遊範囲が拡大し，4歳以上は東シナ海から北海道沿岸にお
よぶ間を回遊すると推測した．村山 (1992) は東シナ海に

おいて，まき網で漁獲されたブリの漁獲統計資料と漁獲物
の測定結果から，本種の主産卵場が東シナ海の200 m等深
線に沿った大陸棚上の瀬や礁および沈船上にあると報告し
た．三谷 (1960) は，生殖腺の観察結果から,ブリは少なく
とも約4歳になれば，すべてが産卵活動を行うと推察した．
以上から，4歳以上のブリ成魚は，主産卵場である東シナ
海の大陸棚縁辺部と北海道沿岸域の間を南北に回遊するも
のであると推測される．しかし，これまでにブリ標識魚が，
新潟県以北から東シナ海へ南下した，あるいは東シナ海か
ら島根県以北へ北上した事例は報告がない．したがって，
前述の南北回遊を直接的に示す標識放流結果は得られてい
ない．
確かに，漁獲状況からみて1960年代までは4歳以上のブ

リが北海道沿岸にまで相当多く回遊し（三谷，1960），そ
れらは東シナ海と北海道沿岸を往復するパターンで回遊し
ていたものと推測される．しかし，村山・北原 (1992) は
漁獲統計資料の解析結果から 1960年代を境に東シナ海と
北海道沿岸を往復回遊する個体が減少し，石川県以北の日
本海においてブリ成魚の来遊量が著しく減少したことを報
告するとともに，必ずしもブリ成魚のすべてが東シナ海の
産卵場と対馬暖流の北部海域との間を南北に回遊するので
はないと指摘した．さらに，松下 (1953) および三谷 (1960)

によれば，朝鮮半島の沿岸を南北回遊するブリ成魚も存在
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A total of 138 yellowtail (Seriola quinqueradiata) with archival tags were released in the Tsushima Warm Current from
January 1999 to February 2002. Geographical positions were estimated using archived data from 26 fish recaptured at
age of 4 years and over. The results showed three migration patterns from 4 years on, as migrants, between the East
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するとみられ，4歳以上のブリ成魚が東シナ海と北海道を
往復回遊するという推測が，現在の資源生態とマッチして
いるか否かは不明である．
また，本種の主産卵場については，村山 (1991) が示し

た東シナ海の大陸棚縁辺部に加え，薩南海域における仔稚
魚の採集調査結果（前田ほか，1980）を基に，薩南沖の海
域にも本種の主要な産卵場が存在する可能性があることを
花岡 (1995) が指摘しているが，これまでに東シナ海の大
陸棚縁辺部および薩南海域においてブリ標識魚が再捕され
た事例は報告がなく，日本海由来のブリ親魚の産卵場が具
体的に示されたことはない．
近年，我が国においてはクロマグロ (Thunnus orientalis)

やシロザケ (Oncorhynchus keta) 等の標識放流調査に，遊泳
位置情報を推定・記録する機能を備えたコンピュータ内蔵
の記録型標識（アーカイバルタグ）が用いられ，クロマグ
ロについては回遊状況が明らかにされている (Inagake et

al., 2001;  Itoh et al., 2003a, 2003b)．
そこで本研究では，対馬暖流域におけるブリ成魚の回遊

パターンおよび日本海由来のブリ親魚の産卵場を明らかに
することを目的に，アーカイバルタグを用いた標識放流を
行い，得られたデータを解析した．

材料と方法

標識放流の実施状況

標識放流は1999年1月から2002年2月に，富山県氷見沖お
よび魚津沖（富山湾），長崎県対馬沖（対馬海峡），新潟県
粟島沖，石川県輪島沖（能登半島）において行った (Fig．
1)．
供試魚は当該海域で定置網および，はえなわによって漁

獲されたものである．漁獲後，船上においてLOTEC社製
アーカイバルタグ（以下，タグと称する）の本体部を手術
により腹腔内に埋め込むとともに尾叉長 (cm) を測定し，
直ちに放流した．
タグは，直径 16 mm，長さ 100 mm，重量 52 gの本体部
に，直径2.2 mm，長さ150 mmの柔軟なケーブルが付属し，
ケーブル先端に温度センサー（外部温度センサー）が備え
られている．また，ケーブル先端から取り込まれた光は，
光ケーブルを通って本体部へ導かれ，光ダイオードによっ
て照度が測定される．本体部には，照度センサーのほかに，
圧力センサーと温度センサー（内部温度センサー）が備え
られている．温度センサーは反応速度が外部で3秒，内部
で20秒，分解能が0.2°Cで，圧力センサーは分解能が深度
126 mまでは1 m，510 mまでは3 mであり，128秒毎に測定
値が記録される．バッテリーは7年以上にわたって機能す
るとされる (Itoh et al., 2003a)．メモリーには，Day Log
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Figure 1. Locations of tag and release area.



データとして，日の出および日没の推定時刻，日毎の遊泳
位置（緯度，経度）の情報と任意に指定した3層の水温が
1日 1レコードとして記録される．日出と日没の推定時刻
（世界標準時基準）は遊泳水深から海面における値に補正
した照度変化から推定し，経度は，ある1日の日出と日没
の中間時刻と世界標準時の12:00との差に15°�1 hを乗じて
求め，緯度は昼間の長さから求められる (Itoh et al., 2003a;

Hill, 1994;  Hill and Braun, 2001)．水温については，当日，
最後に当該水深層を遊泳した際の値が記録され，今回は，
0 m層，50 m層および100 m層を指定層に設定した．
データの解析方法

タグによる経度の推定値は約 1°の信頼性を有するが，緯
度の推定値の誤差は経度誤差と比較して大きく，クロマグ
ロにこのタグを用いた場合においては，タグから得られた
経度値と水温値を表面水温の分布図と照合して緯度を推定
することによって，およそ 1°の誤差で緯度が推定できる
ことが報告されている (Itoh et al., 2003a)．今回はその方法
を応用し，タグから得られた，日出および日没の時刻，日
毎の遊泳位置（経度），指定した 3層の外部水温つまり生
息水温の記録データを以下の手順で処理し，標識魚の回遊
状況を推定した．
記録データについては，ブリの分布範囲（三谷，1960）
を参考に，東経 120�146°の範囲内で有り得ない日出およ
び日没の時刻を記録した日の経度値を，異常値として除去
した．また，ブリの遊泳速度（町中ほか，1977）を参考に，
1日あたり経度 5°以上の移動は有り得ないものと仮定し，
経度 5°の移動に相当する，前後の日出および日没の時刻
に 20分間以上の差がみられた日の推定経度を，異常値と
して除去した．
現在入手可能な日本海の水温分布図は，ほぼ月旬毎に作

成されたものである．そこで，日毎の遊泳位置を決定する
ことができないため，月旬毎に経度，0 m層，50 m層およ
び100 m層水温の平均値，最低値，最高値を計算した．そ
して，タグによる推定経度の月旬平均値と同様に，タグに
記録された 0 m層，50 m層および 100 m層水温の月旬平均
値を，月旬毎に作成された水温分布図と照合し，標識魚の
位置を月旬毎に推定した．水温分布図には，漁業情報サー
ビスセンターによる東シナ海漁海況速報，日本海漁海況速
報および太平洋漁海況速報，日本海区水産研究所による日
本海漁場海況速報，東北区水産研究所による東北海区水温
図，長崎海洋気象台による西日本海況旬報を用いた．
再捕された標識魚の魚体が入手できなかった個体につい

ては，放流および再捕時に測定された尾叉長を，村山
(1992) が示した対馬暖流域における成長速度，および井野
(2005) が示した富山湾における年齢推定結果を基に年齢を
推定した．魚体を回収できた個体については，尾叉長およ
び体重を測定するとともに脊椎骨を採取し，脊椎骨椎体に
形成されている輪紋を観察し，その結果と脊椎骨椎体を用

いた年齢推定結果（村山，1992）を照合することによって
年齢を推定した．また，生殖腺を摘出し，その重量を測定
するとともに，外部観察および顕微鏡を用いた生殖細胞の
観察を行い，雌雄および熟度段階を判別した．そして，本
稿では，4歳以上のブリの回遊状況について検討するため，
再捕時の年齢が4歳以上の個体から得られたデータを解析
に用いた．なお，ブリの産卵期が 3�6月であることから
（三谷，1960），年齢起算日は便宜的に3月1日とした．

結　果

標識魚の再捕状況

2003年 3月までに，合計 61個体の標識魚が再捕され，う
ち28個体が再捕時に4歳以上であった (Table 1)．28個体の
うち，1個体のタグは魚体から摘出されることなく，魚体
とともに市場出荷されて遺失し，また，回収したタグの1

個は故障のためデータが記録されていなかった．したがっ
て，26個体から4歳以降のデータを得ることができた．
標識魚の移動状況と回遊パターン

標識魚の位置を月旬毎に推定した結果，その移動状況から，
4歳以上のブリの回遊パターンとして，産卵場である東シ
ナ海と北海道沿岸，つまり対馬暖流域の北部との間を往復
するパターンで回遊する北部往復型が見出された．さらに，
北部往復型よりも小規模であるが，東シナ海と能登半島付
近までの日本海，つまり対馬暖流域の中・西部との間を往
復回遊する，中・西部往復型が見出されたほか，産卵場で
ある東シナ海への移動を示さず，特定の海域に長期間滞留
し続ける，長期滞留型が見出された．また，それらによっ
て，東シナ海の産卵場と対馬暖流の北部海域との間を南北
回遊しないブリ成魚の存在が示された．以下，各回遊パ
ターンについて，代表的な個体の月旬毎の遊泳位置を図示
するとともに，移動状況について記した．なお，位置情報
データが得られなかった月旬については，位置を示さず，
前後の月旬を点線で結んだ．また，遊泳位置は 3月 1日を
基準として，1年ずつに分けて示した．
北部往復型の代表例として，3歳から6歳にかけての750

日間のデータが得られたタグ番号 1103の個体の月旬別遊
泳位置をFig. 2に示した．この個体は4歳，5歳の2齢にわ
たり，ほぼ同時期に同様の移動状況を示しながら東シナ海
の大陸棚縁辺部と北海道西岸沖を往復回遊した．対馬沖
（対馬海峡）で3歳の2月に放流後，翌々月の4月上旬まで
対馬海峡付近に滞留した後，4月中旬から下旬に長崎県五
島列島付近を経て，東シナ海の大陸棚縁辺部へ移動した．
5月中旬まで同海域に滞留後，対馬海峡を経て日本海を北
上し，7月上旬には北海道西岸沖へ移動した．10月中旬に
は樺太南部沖まで北上した後，11月中旬に青森県艫作崎
付近へ南下した．12月上旬に能登半島沖を経て1月中旬に
は対馬海峡付近に移動し，2月中旬まで滞留した．その後，
3月上旬に長崎県男女群島付近を経て，4月中旬に東シナ
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Table 1. Information of recaptured fish used in this study. 

Release data Recapture data

F.L. F.L. B.W. 
Liberty 

Tag ID Date Area Age Date Area Age Fishing gear time in 
(cm) (cm) (kg)

day

970 29 Jan. 1999 Toyama Bay 80 3 14 Nov. 1999 West coast of 4 Set net 289
Aomori Pref.

891 29 Jan. 1999 Toyama Bay 74 2 12 Sep. 2002 Off Shimane Pref. 7.8 6 Angling 1322
977b 27 May 1999 Awashima Is. 75 3 03 Feb. 2001 Off Kagoshima 11.6 4 Angling 618

Pref.
977c 24 Mar. 1999 Tsushima Strait 86 4 21 Apr. 1999 Tsushima Strait 85 8.5 4 Angling 28

1490 16 Feb. 2000 Tsushima Strait 82 3 03 Mar. 2000 Tsushima Strait 4 Angling 16
1174 16 Feb. 2000 Tsushima Strait 82 3 22 Mar. 2000 Tsushima Strait 6.8 4 Angling 35
1507 16 Feb. 2000 Tsushima Strait 82 3 19 Sep. 2000 Funka bay 4 Set net 216
1285 16 Feb. 2000 Tsushima Strait 82 3 30 Dec. 2000 Tsushima Strait 12.0 4 Angling 318
1342 16 Feb. 2000 Tsushima Strait 83 3 20 Feb. 2001 Tsushima Strait 11.0 4 Angling 370
1103 16 Feb. 2000 Tsushima Strait 83 3 07 Mar. 2002 East China Sea 14.4 6 Surrounding 750

net
1347 16 Feb. 2000 Tsushima Strait 82 3 07 Apr. 2002 East China Sea 11.0 6 Surrounding No data 

net in troble
1474 15 Feb. 2001 Tsushima Strait 82 3 15 Apr. 2001 Goto Is. 7.5 4 Set net 59
976b 15 Feb. 2001 Tsushima Strait 81 3 22 Apr. 2001 Goto Is. 7.2 4 Set net 66

2000 15 Feb. 2001 Tsushima Strait 83 3 29 Apr. 2001 East China Sea 4 Surrounding 73
net

1279 15 Feb. 2001 Tsushima Strait 82 3 19 May 2001 East China Sea 8.0 4 Surrounding 93
net

1297 15 Feb. 2001 Tsushima Strait 83 3 26 May 2001 East China Sea 4.0 4 Surrounding 100
net

1523 15 Feb. 2001 Tsushima Strait 85 3 03 Jun. 2001 Off Kyoto Pref. 85 7.8 4 Set net 108
1332 15 Feb. 2001 Tsushima Strait 80 3 13 Jun. 2001 Tsushima Strait 81 4 Angling Tag lost
1150 15 Feb. 2001 Tsushima Strait 80 3 26 Jun. 2001 Tsushima Strait 81 7.0 4 Long line 131
2085 28 May 2001 North coast of 82 4 30 May 2001 North coast of 82 4 Set net 2

Noto Pen. Noto Pen.
2077 28 May 2001 North coast of 85 4 09 Jun. 2001 Sado Is. 86 7.8 4 Angling 12

Noto Pen.
2006 28 May 2001 North coast of 84 4 25 Jun. 2001 West coast of 84 8.3 4 Set net 28

Noto Pen. Aomori Pref.
976c 28 May 2001 North coast of 83 4 27 Jun. 2001 West coast of 85 8.6 4 Set net 30

Noto Pen. Aomori Pref.
2026 28 May 2001 North coast of 90 5 11 Dec. 2001 Sado Is. 95 15.9 5 Set net 197

Noto Pen.
2086a 28 May 2001 North coast of 82 4 13 Dec. 2001 Toyama Bay 91 13.6 4 Set net 199

Noto Pen.
2092 28 May 2001 North coast of 85 4 13 Dec. 2001 Toyama Bay 92 13.0 4 Set net 199

Noto Pen.
2086b 13 Feb. 2002 Tsushima Strait 83 3 02 Jun. 2002 Wakasa Bay 83 7.5 4 Set net 109
2012 13 Feb. 2002 Tsushima Strait 82 3 11 Jan. 2003 Off Shimane Pref. 90 10.2 4 Surrounding 332

net



海の大陸棚縁辺部へ移動し，下旬まで滞留した．以後，再
び東シナ海から日本海を北上し，前年と同様に7�10月に
かけて北海道西岸沖から樺太南部沖を回遊後，日本海を南
下，1月中旬に対馬海峡付近に達して，2月中旬まで滞留
した．3月上旬に東シナ海へ移動し，3月 7日に北緯 31°，
東経 128°付近で再捕された．このように，東シナ海と北
海道沿岸を往復するパターンは，タグ番号 1103，977b，
970，1507，2026，2086a, 2092の 7個体において認められ

た．
中・西部往復型の代表例として，3歳の2月から4歳の1

月にかけて332日間のデータが得られた，タグ番号2012の
個体の月旬別遊泳位置をFig. 3に示した．対馬海峡で 3歳
の 2月に放流後，翌月の 3月中旬に五島列島付近，4月中
旬に男女群島付近を経て 4月下旬に薩南沖に移動した．5

月中旬まで同海域に滞留後，九州西岸から対馬海峡を経て
日本海を北上し，6月上旬に若狭湾へ達した．8月上旬か
ら12月下旬までは能登半島付近に滞留し，1月上旬に島根
県日御碕付近へ移動して再捕された．このように，東シナ
海と対馬暖流域の中・西部との間を往復回遊するパターン
は，タグ番号2012，1285の2個体において認められた．
長期滞留型の代表例として，2歳から 6歳にかけての

1322日間のデータが得られた，タグ番号891の個体の月旬
別遊泳位置をFig. 4に示した．この個体は長期間にわたっ
て，大きな移動を行わず，能登半島付近の海域に滞留して
いた．富山湾（氷見沖）で2歳の1月に放流後，5歳の2月
上旬まで富山湾および能登半島周辺に滞留した後，2月中
旬以降は隠岐島周辺に移動した．その後，6歳の 6月上旬
までは隠岐島周辺に滞留していたと推定され，タグの水温
センサーが故障したことにより，6月中旬以降の遊泳位置
推定ができなかったが，島根県日御碕沖で再捕された．ま
た，タグ番号 1342の個体は，対馬海峡付近に滞留してい
たとみられ，特定の海域に長期間滞留し続けるパターンは，
タグ番号891，1342の2個体において認められた．
なお，4歳以降のデータが得られた 26個体中，7個体が
北部往復型，2個体が中・西部往復型，2個体が長期滞留
型に分類されたが，15個体については，得られたデータ
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Figure 2. Locations of ID 1103 yellowtail from February 2000
to March 2002. E, M and L denote early, middle and late
month, respectively. Open and closed stars denote release and
recapture locations. Dotted lines show the period that the ge-
ographical positions could not be estimated.

Figure 3. Locations of ID 2012 yellowtail from February 2002
to January 2003. For explanation of symbols, lines and ab-
breviations, see Fig. 2.



が短期間であったため，標識魚の移動状況から回遊パター
ンを捉えることができなかった．
生息水温の推移と標識魚の移動

北部往復型の回遊パターンを示したタグ番号 1103，中西
部往復型の回遊パターンを示したタグ番号 2012，長期滞
留型の回遊パターンを示したタグ番号891の各個体につい
て，指定層（0 m層，50 m層，100 m層）の水温とあわせ
て，標識魚の移動状況を示す指標として経度の月旬平均値
をFig. 5に示した．なお，タグ番号 2012については，100

m層の記録が得られなかった．
タグ番号 1103の個体は，東シナ海の大陸棚縁辺部と北

海道西岸沖を 2度（4歳時および 5歳時）往復回遊したも

のであり，経度および生息水温の変動状況は，4歳以降の
2齢にわたりほぼ同様のパターンを示した．産卵期である
春期には，産卵場である東シナ海の大陸棚縁辺部に移動し，
当該海域に滞留していた期間の生息水温は 0 m層が 15�
25°C台，50 m層が 15�24°C台，100 m層が 14�21°C台で
あった．
中・西部往復型の回遊パターンを示したタグ番号 2012

の個体は，東シナ海と能登半島付近までの日本海の間を回
遊したものである．産卵期である春期には，薩南沖へ移
動・滞留し，薩南沖での生息水温は，0 m層が20�25°C台，
50 m層が19�22°C台であった．
長期滞留型の回遊パターンを示したタグ番号891の個体
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Figure 4. Locations of ID 891 yellowtail from February 2000 to September 2002. For explanation of symbols, lines
and abbreviations, see Fig. 2.



は，2歳の 2月から 5歳の 2月まで，大きな移動･回遊を行
わず，能登半島周辺に長期間滞留した後，隠岐島周辺に移
動したものである．4歳以降，能登半島周辺に滞留してい
た期間において，生息水温は 4歳時および 5歳時ともに，
ほぼ同様の傾向で推移した．能登半島周辺海域の最低水温
期である3�4月は，0 m，50 mおよび100 mの3層の生息水
温が 9�13°C台であった．5�7月には，各層とも生息水温
が上昇した．8�10月は，0 mおよび 50 m層の水温記録が
殆どみられなかったが，100 m層の生息水温が上昇した．
また，11月中旬から2月にかけては，各層の生息水温が低
下した．
東シナ海への移動と生息水温

12個体の標識魚が日本海から東シナ海へ移動した．この
うち，タグ番号 1103，1507，1285，および 1523の 4個体
は4歳および5歳の3�5月に東シナ海へ移動し，大陸棚縁

辺部に半月�1月の間滞留した後，日本海へ戻った．これ
らの個体が大陸棚縁辺部に滞留した期間における指定層の
生息水温は，0 m層が 15.8�25.9°C（平均 21.0°C），50 m層
が15.1�24.5°C（平均19.3°C），100 m層が14.3�21.1°C（平
均 17.5°C）であった．0 m層で記録された水温の頻度（日
数）は，19�22°Cが主であった (Fig. 6A)．
タグ番号 2086b，2012の 2個体は 4歳の 3�5月に，九州
西岸を経て，花岡 (1995) が主要な産卵場の存在を指摘し
た薩南沖へ移動し，半月�1月の間滞留後，日本海へ戻っ
た．これら2個体の，薩南沖滞留期間中における指定層の
生息水温は，0 m層が 16.0�25.5°C（平均 22.0°C），50 m層
水温が15.5�25.1°C（平均21.0°C）であった．0 m層で記録
された水温の頻度（日数）は，タグ番号2086bの個体につ
いては，水温記録自体が非常に少なかったが，2個体あわ
せてみると21�23°Cが主であった (Fig. 6B)．なお，タグ番
号 2086bの個体は 4歳の 6月に福井県で再捕され，その精
巣は三谷 (1960) が示した放精後の精巣の外見的特徴を備
え，残留した精子が観察された．
なお，タグ番号 1474，976b，2000，1297，1279，977b

の6個体は日本海から東シナ海へ移動し，五島列島，男女
群島付近および鹿児島県沖で再捕された．

Figure 6. Histogram of ambient temperature recorded by six
tags. A: Shelf edge zone of East China Sea, B: South of
Kyushu. Each frequency was calculated by the ambient tem-
perature at water depth of 0 m.
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Figure 5. Time series of ambient temperature at three layers at
water depth of 0 m (�), 50 m (�) and 100 m (�), and the av-
erage longitude every 10 days (�) geographical position of
the fish.



考　察

ブリの来遊量変動と回遊パターン

標識魚の 4歳以降の移動状況から，回遊パターンとして，
東シナ海と対馬暖流域の北部との間を往復回遊する北部往
復型が見出され，4歳以上のブリ成魚が東シナ海から北海
道沿岸におよぶ間を回遊することが確認された．また，
中・西部往復型および長期滞留型が見出され，必ずしもブ
リ成魚のすべてが，東シナ海の産卵場と対馬暖流の北部海
域との間を南北に回遊するのではないこと，つまり，北部
往復型以外のパターンの存在が確認された．
原 (1990a, 1990b) は，五島列島から佐渡島までの定置網

漁業による1975�1986年の銘柄別漁獲統計資料を解析した
結果から，日本海の本州沿岸に来遊するブリ成魚が 1955

年頃から減少し続け，1975�1986年の間の減少傾向は指数
関数的に激しいものであったこと，ブリ成魚の分布域が
1970�1980年代に著しく縮小し，西偏したことを報告した．
村山・北原 (1992) は，1947�1989年における漁獲統計資
料の解析結果から，1960年代を境としてブリ成魚の回遊
生態に分布，回遊範囲の西偏，縮小といった変化が生じた
ことを指摘するとともに，東シナ海と北海道沿岸を往復回
遊する個体が減少し，石川県以北の日本海においてブリ成
魚の来遊量が著しく減少したことを示した．原・村山
(1992) は，北原・原 (1990) の方法により，ブリ成魚の来遊
量指数を海域別に求めた結果から，1980年代に日本海�九
州西岸沿岸域および太平洋沿岸域の両海域で西部海域への
配分率が増加したことを示した．今回見出された，中・西
部往復型および長期滞留型に代表されるような，北部往復
型以外の回遊パターンが以前から存在したと仮定すれば，
原 (1989, 1990) および村山・北原 (1992) が指摘したブリ成
魚の分布，回遊範囲の西偏，縮小といった変化は，北部往
復型の減少と，それ以外の回遊パターンをとる個体の増加
によって生じた可能性があると考えることができる．
川上・山崎 (1952) は，山形県から山口県にいたる日本

海沿岸各地のブリ漁況の相似性について検討した結果か
ら，大きな移動・回遊を行わない，根付き魚群の存在を指
摘した．渡辺 (1979) は，標識放流結果から，ブリの補給
源に近い水域，例えば五島周辺では，瀬付となりあまり大
きく動かない群も存在すると推察した．今回，長期滞留型
の回遊パターンが見出され，その存在は川上・山崎 (1952)

や渡辺 (1979) の推測を裏付けるものであった．しかし，
成熟年齢に達しているにもかかわらず，これらの個体は主
産卵場である東シナ海へ移動しなかった．深滝 (1958) は
稚魚の出現状況から，日本海でも5�7月に産卵が行なわれ，
産卵場が若狭湾付近にまで及んでいることを報告してお
り，三谷 (1960) は，若狭湾で 5�6月に完熟卵をもつ個体
を確認し，それが大規模な回遊をしない若狭湾の根付群で
あって，付近の水温上昇に伴って能登半島以南で産卵する
と推測した．長期滞留型の個体は，滞留海域の水温上昇に

伴い，同海域で産卵している可能性があるものと考えられ
るが，この点については，今後，更に調査結果の蓄積を図
るとともに，日本海における産卵親魚の分布状況および
仔・稚魚に関する情報を得た上で検討する必要があるだろ
う．
東シナ海への移動と産卵活動

三谷 (1960) は，ブリの産卵に好適な表層（0 m層）水温に
ついて，好適水温の範囲が16�29°C，最適水温は19�20°C

であり，最適水温よりも低い温度では産卵しにくいが，高
い温度では広い範囲の産卵水温を持っていると推測してい
る．大陸棚縁辺部に滞留した個体の，滞留期間中における
0 m層の生息水温は，19�22°Cが主であり，薩南沖に滞留
した個体は，21�23°Cが主であった．大陸棚縁辺部および
薩南沖において，これらの個体は，産卵に好適な水温値の
海域に滞留していたと考えられる．
三谷 (1960) は，男女群島に来遊したブリの卵巣内卵粒

の成熟過程を調べ，卵径の頻度分布の時間的推移を示すと
ともに，ブリ群の魚体の大きさと生殖腺の成熟度の時間的
推移を示した．それによると，産卵親魚が完熟期にある期
間は，およそ20�30日間とみられる．東シナ海の大陸棚縁
辺部および薩南沖へ移動・滞留した標識魚が産卵好適水温
の海域に滞留していた期間は半月�1月であり，三谷
(1960) が示した完熟期間と一致する．以上より，日本海か
ら東シナ海へ移動した4歳以上のブリは，大陸棚縁辺部お
よび薩南沖の産卵好適水温海域に半月�1月の間滞留し，
産卵活動を行うものと考えられる．加えて，日本海から，
東シナ海の大陸棚縁辺部および薩南沖へ移動・滞留した標
識魚は，その後すべて日本海へ回帰して再捕されたことか
ら，日本海から対馬海峡を経て，東シナ海へ移動した親魚
は大陸棚縁辺部や薩南海域において産卵活動を行い，産卵
活動後は速やかに日本海へ回帰するものと考えられる．今
回，大陸棚縁辺部と薩南海域が，日本海由来のブリ親魚の
産卵場として示されたが，両海域は，ともに黒潮流軸の大
陸側および内側域に位置している．今後，調査結果の蓄積
および，タグから得られた標識魚の遊泳水深・水温データ
の詳細解析とともに，海洋環境データの比較検討を進める
ことにより，産卵場の海洋環境や産卵活動について詳細な
知見が得られるだろう．
ブリの回遊範囲・回遊パターンについて，渡辺 (1979)

は，年齢によって異なると報告しており，成長に従って回
遊範囲が拡大し，4歳以上の成魚は日本周辺の沿岸域を南
北に回遊するようになると推定している．今後は，成長段
階に応じて変化すると考えられるブリの分布範囲，回遊パ
ターンおよびその変化の過程を明らかにすることが課題で
ある．また，朝鮮半島の沿岸を南北回遊するブリ成魚の存
在が推測されており（松下，1953;  三谷，1960），今回見
出された以外の回遊パターンの有無およびその状況を明ら
かにするとともに，回遊パターンが個体ごとに固定されて
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いるか否か，相互関係を明らかにすること，各回遊パター
ンと漁況の対応状況を比較検討し，回遊パターン別の個体
数割合を調べることも今後の重要な課題である．アーカイ
バルタグを用いた標識放流調査は現在進行中であり，タグ
の小型化に伴い，0�2歳魚の標識放流を実施している．今
後，調査結果の蓄積と，タグから得られた標識魚の遊泳水
深・水温データの詳細解析を進めて行くことによって，前
述の課題に加えて，海洋環境とブリの移動・回遊および遊
泳行動の関連性についても知見が得られるであろう．それ
らについては，機会を改めて順次報告したい．
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